固体表面におけるラシュバ効果の解析 by 藤原 聖基
  
 
 
        
      
      
  
    
    
       
           
           
       
       
               
              
         
 
  
 
 
  
 
  
 
 
  
 
 
 
 
 
博士論文審査報告書
申請者氏名 藤原 聖基（ふじわら まさき）
学位の種類 博士（理学）
学位記番号 論博理第２２号
学位記授与報告番号 乙第６８号
学位授与年月日 令和元年６月２７日
学位授与の要件 学位規則第４条２項
論文題名 固体表面におけるラシュバ効果の解析
Analysis of Rashba Effect on Solid Surfaces
論文審査委員 （主査）教授 坂井 徹
（副査）教授 住山 昭彦
（副査）教授 田島 裕之
（副査）教授 有賀 哲也
（京都大学大学院工学研究科）
（副査）准教授 島 信幸
１． 論文内容の要旨
ラシュバ効果は、表面電場中を電子が運動する際に、電場がスピン軌道相互作
用を介してスピンに対する磁場として働くことによって生じる現象のことであ
る。様々な系に対して実験的にも理論的にも研究がなされているが、何がラシュ
バ効果を大きくするかははっきりしていない。
本研究では、ラシュバ効果を大きくする要因を理解するために、LCAO(Linear
combination of atomic orbitals)に基づく第一原理計算手法である DV-LDA
（Discrete variational local density approximation）法を用いることにした。
この方法を用いることで、基底の対称性を用いてスピン軌道相互作用を分類し、
電子状態について議論できる。
ラシュバ効果にとって主要なスピン軌道相互作用を調べるために、Au(111)に
ついて DV-LDA法による計算を行った。その結果、表面に平行で、各原子を通
る鏡映操作に対し対称なポテンシャルから生じるスピン軌道相互作用が主要で
あることが分かった。その中でも特に原子核の球対称ポテンシャルから生じる
スピン軌道相互作用(l・s)が主要であると考えられる。
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